
講  
演  

（聴覚障がい者と防災問題）  

Ⅵ－Ⅱ  

ベターコミュニケーション協会会長  

中園 秀喜  

一69－   



ー70－  

，▼∴謂   



－71－   



聴覚陣がいと  の陣がいの速い  

1g50年、■山井立ろう学校で火災  

（当時は甘攣校とろう事校が－♯）。   
穣繁離がい看は全■兼事。   
暮驚＃机ヽ看代人全1焼死。  

騨岬準牒攣 
飯田  人死亡ト  

1タ85年鼠■、  

暮先陣がい書の義焚書は15一人以上  
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災害時の問題点  

停tや重義のため  
ファックスやt蘇がせえ  
す、劃ボスムーズに  
とれなかった。  

・～♪ ▼  一：、   

情報の公平  
拗音や職●禽が  
轟Iこえす．豪攣できなかった。  

緋に壬書したが、  
脚がい書に対する  
配■がなかった。  

ノ ’  一‾ニホ・「  

・ゝぶ ㌢kか  

－73－   



－74－   



なぜ、情報バリアフリー法が必要か  

脚机ヽ替  ′：「 こ▲   二  

メ 闘 法   
関係ない   塵  

¶  

t   関係ない  

一軍は 
人  
lI ■  

0手話通釈  

■  ○要約攣紀   
○ 介葦者  

●  

●   鯛投を！！   
／くリアフリー法  ヨ   

大切なこと  

蓼か恕献凄  

何も変わらない  

－75－   





東軍列阜・ニッポン  

耳の不自由な人のへの配慮も盛り込まれました。   

「聴覚障害者には筆談や   

文字で情報を伝えること」（要約）  

r聞こえる」ことを  

当たり前としているかぎり  

世の中は変わらない。  

（×1000ヘルツ）  
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発想の転換を…  

そして、／Wオニアに  耳の老化は40歳頃から始まる  

図などは「進めよう！！避難所などの情報バリアフリーを！！」の講演用パワーポイントより抜粋  

事故、火山爆発さ．琴申葵申をぎ琴芳春！覿眉ノ ■竃l⊥＿    ●＿  t  
ぎ憂いなし」。各地の自治体は各種由発  

なったり、忘れられているのが聴覚障害者や  
者に対する対策ではないでしょうか。  
聞こえる人が得られる情報は聴覚障害者や、  
いのです。  

窺在2250万人、25年後には3500万人以上に  
誉めると現在600万人以上、50年後には800二  
元気な人も明日は我が身かも知れません。バリ  
）問題であり、みんなの間翠でもあるのです。  
し    、ことはそうでない人にもやさしいのです。  

蔓新潟県中越地震の後方支援をしてきた経験からまと吟  
仔く、ださい。  

－77－   



停電や混線のためファックスや電話が使えず、  
連絡がスムーズにとれなかった。  避難勧告などが聞こえず、避難できなかった。  

n  

避難勧告の発令が深夜だったこともあり、ファッ  

クスでは対応しきれない面があった。  

避難所で手話通訳などがないとお知らせが  

わからない。  
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★ 普段は仕事や娯楽に。災害時は避難所などで。  

★ 新潟県中越地震の体験から生み出された道具。  

通訳者の家も倒壊。特に災害初期  

は手話通訳の確保も困難でした。  
こんな時に役立ったのが簡易筆談  

器。繰り返してかける、紙の無駄  
遣いもなく、環境に優しい華談  

（特注品）  

街の中で活躍している電光文字  

表示器は災害時には役不足ぞし  

た。情報を送るためにはパソコ  

ンがあるところまでいく必要が  

あります。これが大変。グラリ  
と来たら操作者も逃げるのが精  

一杯。しかも、避難所はパソコ  
ンをいじったことのない高齢者  

がほとんど。これらの体験から  

「誰でも」「簡単に」「送れるよう」  

にと考えた「電光文字表示器」  

がこれ。100m以内なら「どこで  

も」送信OK。16文例萱録可。1  

文例は70文字まで。日本語も英  

語も流せます。Eメール対応型も。  

普段は館内放送や議会の案内な  

どに。  

この商品はリースも可。  

普段は窓口のコミュニケーション  

や案内代わりに。  

沢山いるところでは大きなサイズ  

のチョークレスボード。少ない  

ところでは「かきボンくん」がベ  

ター。  

「パールメモ」はクリップ付きで  
バッグなどに取り付けられるので  

避難所での最初の仕事は聴覚障害  
者と手話のできる人などを探すこ  
とでした。このバッジは指文字の  
「アイラヴユー」をかたどったも  携帯に便利！！   

の。これを着  
用している人  

は聴覚障害者  
関係者と分か  

るように約束  
しては？  

キーホルダー  

は着脱可。普  
段はカバンや  

携帯電話に。  

被災地からの第一報は「懐中電灯  
の電池が切れた。星空の下ではコ  
ミュニケーションも困難」。そこ  
で考えたのがこれ。3～4時間の  
充電で約8時間点灯。暗いところ  
での手話の会話に。普段はアウト  
ドアなどで使用。  
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に使いましょう  隈与れたツールを   

災害時は  いつもは・・・・   

∴‥‾・ 
む判、・・・イ‘・■‥、、しぺ・′・－1・．ゞ・“・－、∴‥・．． ヽヰ～ござ  

この無線・小型Ⅰ玉D電光文字表示器の開発は当社の代表臓1、新潟県中越地震で、   ■ござ評    ヽ－▼ノ間 ′Jでま三■」’■り＝■1′uノヽ二rlPシlヽ曾汀YノMT76■■－＝ヨTこ⊥V一′lヽ壬肌／V■ヽ 謂11耶丁附しヽ   b  

衰 避紡軒の様子を実際に見て、固定されている電光文字表示跨がうまく操作されず、特に緊 篭 。【ブ  
、 ㌔ 紳こはほとんど役に立っていないことに気づいたことから始まりました。特に聴覚障害者   
取 象 の方は放送などの音声情報が分からず、大変不安の中にいます。それを何とかしたいという  

声、・思いが開発の原点です。  
鼻  
琶 普段は恵口などで文字案内に使相し、災害時は避難所での僧報保障等に活用することをお勤  
めいたします。  

彗「附こは、文字表示掛こ情報を送るにはパソコンがあるところまで行く必要があります。 －  
特に災害時はその余裕がありません。こういう時、どこからでも送れるシステムがあれば  

L  ということで考案した物がリモコン式送儲温1のmの樹ならどこからでも送れます。  
転   
これはパソコンになれていない人（特に高l詩蓄）でも簡単に覚えられます。  
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2005年（平成17年）9月25日（日曜日）   
オ  

大
型
台
見
1
4
号
の
影
書
で
関
東
に
 
 

記
録
的
な
豪
雨
被
善
が
あ
っ
た
。
東
 
 

京
都
杉
並
区
で
は
浸
水
4
0
0
軒
、
 
 

一
部
で
停
電
、
．
澄
難
も
あ
っ
た
。
私
 
 

の
住
ん
で
い
る
中
野
区
で
も
大
雨
や
 
 

洪
水
に
よ
る
被
膏
が
続
出
し
、
川
沿
 
 

い
に
あ
る
妻
の
乗
家
も
床
下
浸
水
に
 
 

な
っ
た
。
 
 

宴
的
豪
儒
は
聴
覚
停
車
暑
の
私
 
 

た
ち
に
も
情
報
伝
葉
蘭
で
さ
ま
ざ
ま
 
 

な
蛋
を
残
し
た
。
妻
の
話
で
は
、
 
 

区
の
広
報
辛
が
換
り
返
し
哉
住
民
 
 

に
「
書
告
を
し
て
い
る
」
と
呼
 
 

び
か
け
た
。
 
 

私
は
聞
こ
透
実
の
情
報
で
分
か
 
 

っ
た
の
で
よ
か
っ
た
が
、
特
に
独
り
 
 

暮
ら
し
の
聴
藁
≡
暑
ら
は
ど
の
よ
 
 

う
に
し
て
情
報
を
得
れ
ば
よ
い
の
 
 

か
。
慧
害
者
の
知
人
は
、
帰
宅
 
 

途
中
に
川
の
は
ん
ら
ん
に
遭
遇
し
 
 

た
。
本
人
に
は
広
報
革
の
避
難
警
 
 

は
届
か
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
 
 
 停

電
で
は
テ
レ
ビ
の
墨
需
 
 

報
を
見
る
こ
と
も
で
書
な
い
し
、
聴
 
 

童
暑
が
一
義
り
に
し
て
い
る
 
 

フ
ァ
ク
ス
の
受
送
膚
も
で
き
な
い
。
 
 

こ
の
よ
う
に
、
醤
な
ど
が
発
生
す
 
 

る
た
び
に
聴
覚
障
善
書
は
い
つ
も
 
 

「
情
報
葦
」
に
置
か
れ
る
。
 
 
 

今
回
の
豪
雨
で
、
私
自
責
茄
年
 
 

以
上
前
に
体
験
し
た
望
甫
の
被
 
 

専
を
患
い
出
し
た
。
当
時
は
神
田
川
 
 

の
近
く
に
住
ん
で
お
り
、
脂
ま
で
浸
 
 

水
し
、
自
宅
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
1
階
 
 

も
浸
水
し
た
。
 
 
 

区
は
こ
切
時
の
状
況
を
踏
ま
え
、
 
 

徐
々
に
防
災
放
送
体
制
も
整
え
て
い
 
 

っ
た
よ
う
だ
が
、
十
分
と
は
い
え
な
 
 

い
。
広
報
畢
の
童
が
届
か
な
い
聴
 
 

覚
博
幸
者
へ
の
伝
達
や
、
蓮
所
で
 
 

釘
情
報
伝
達
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
 
 

い
る
の
か
。
 
 
 

苦
幸
者
は
主
に
音
声
お
よ
ぴ
 
 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
解
し
て
悩
 
 

ん
で
い
る
の
だ
か
ら
、
光
、
文
字
な
 
 

中
野
区
に
は
N
P
O
法
人
が
 

あ
る
が
、
深
夜
、
し
か
も
急
な
 
 

こ
と
も
あ
り
区
内
の
葛
歳
事
 
 

者
へ
の
誉
寄
報
発
償
旺
篭
ら
 

な
か
っ
た
よ
う
だ
。
 
 

聴覚障害者に情報保障を  
・岩渕紀雄  

ど
で
伝
え
る
方
法
を
エ
夫
し
て
ほ
し
 
 

い
と
訴
え
て
き
た
8
例
え
ば
、
広
報
 
 

早
に
は
蔓
〔
し
て
は
全
 
 

天
候
型
の
「
ス
ト
ロ
ボ
付
き
緊
急
電
 
 

光
文
学
垂
蛋
」
を
搭
載
、
葺
所
 
 

に
は
緊
急
文
字
億
報
受
膚
テ
レ
ビ
、
 
 

董
な
ど
も
欲
し
い
。
 
 
 

一
方
、
こ
れ
凛
で
の
災
専
の
敦
那
 
 

が
生
か
さ
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
手
 
 

話
で
蓉
品
裏
芸
暑
向
け
の
支
援
 
 

団
体
だ
。
手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
 
 

は
霊
害
者
に
と
っ
て
は
重
要
な
 
 

サ
ポ
ー
タ
ー
だ
が
、
圧
倒
的
に
多
い
、
 
 

手
話
の
で
き
な
い
中
途
失
職
・
難
聴
 
 

者
に
は
利
用
し
に
く
い
。
と
り
わ
け
 
 

補
聴
善
ユ
ー
ザ
ー
な
ど
に
対
す
る
配
 
 

慮
も
必
要
だ
。
 
 
 

火
災
も
人
命
に
か
か
わ
る
。
地
役
 
 

な
ど
に
壷
毒
素
の
鐘
宅
つ
け
を
 
 

し
て
い
る
遵
竪
克
行
令
は
依
然
と
 
 

し
て
音
で
知
ら
せ
尊
」
と
に
な
っ
て
 
 

い
る
1
雇
た
、
家
厳
に
査
嘉
蓄
 
 

童
を
善
彗
ノ
け
し
た
東
京
都
や
 
 

糞
市
の
防
災
条
例
に
も
萱
草
 
 

者
の
視
点
は
盛
り
込
ま
れ
て
い
な
 
 

い
。
防
年
以
降
だ
け
で
も
、
住
宅
火
 
 

災
で
1
5
6
人
以
上
の
茎
暑
 
 

の
勤
発
着
が
出
て
い
る
。
 
 
 政

府
が
支
援
し
て
い
る
ユ
ニ
バ
ー
 
 

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
は
、
す
べ
て
の
人
に
 
 

公
平
に
霊
す
る
こ
と
が
大
前
提
だ
 
 

が
、
壷
は
物
宗
な
バ
リ
ア
（
障
 
 

壁
）
を
取
り
除
く
こ
と
に
特
に
力
を
 
 

入
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
換
育
す
れ
ば
、
 
 

倍
量
着
で
あ
る
蔓
暑
の
 
 

こ
と
は
軽
視
さ
れ
て
い
る
傾
向
が
強
 
 

い
。
重
曹
の
中
身
は
違
っ
て
も
人
間
 
 

に
は
変
わ
り
は
な
い
。
公
平
に
扱
っ
 
 

て
ほ
し
い
。
 
 
 

益
、
t
罪
の
よ
う
に
人
命
に
か
 
 

か
わ
る
こ
と
で
も
、
ど
こ
の
白
治
休
 
 

も
予
算
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
な
か
 
 

な
か
彗
が
進
ま
な
い
。
．
重
責
 
 

の
今
二
彗
農
芸
暑
は
蔓
の
電
 
 

着
も
含
め
る
と
貯
木
に
は
8
0
0
万
 
 

人
以
上
も
い
る
の
だ
。
「
開
こ
え
る
 
 

こ
と
が
当
た
り
前
」
と
い
う
発
想
を
 
 

変
え
て
ほ
し
い
。
 
 

政
治
考
墓
当
著
、
製
造
業
 
 

者
も
年
を
取
れ
ば
、
耳
、
目
、
足
な
 
 

ど
に
不
便
を
感
じ
て
い
く
。
ユ
ニ
バ
 
 

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
は
他
な
ら
ぬ
自
分
 
 

白
身
の
聞
毘
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
 
 

持
っ
▲
て
、
具
体
的
な
葉
や
製
品
化
 
 

の
美
現
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
Ⅶ
 
 

（
毎
週
日
曜
已
に
妻
）
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